
 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２６日（金）、特別支援学級による「あすなろ交流会」が開催されました。大東町内の小中学校５校の児

童生徒が大東中学校に集まり、ワクワクするような交流の時間を過ごしました。 

交流会は、全員で「手のひらを太陽に」を歌った後、各学校の紹介からスタート。続いて行われた名刺交換で

は、初めて会うお友達と緊張しながらも一生懸命に挨拶する姿が印象的でした。その後、「じゃんけん列車」や

「フラフープ」、「スカーフ・風船遊び」、「パラシュート」などのレクリエーションを通じて、子供たちは笑顔いっぱ

いで体を動かしました。それぞれが思い思いのペースで楽しむ様子は、見ているこちらまで楽しくなりました。 

一人一人が他校の子供たちと積極的に交流し、仲間の輪を広げることができたこの日。参加した子供たちの

笑顔が何よりの成果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２５日（木）、２年生が生活科の授業で「まちたんけん」に出かけました。今回は大原屋さん、えび松さん、

石橋商店さんのうちそれぞれが興味を持ったお店を訪問し、店の方に質問したり話を聞いたりしました。 

「どんな商品があるんだろう？」「お仕事で工夫していることは？」など、子供たち自身が考えた質問を通じて、

地域のお店がどのように生活を支えているのかについて学びました。また、お店の方の思いや工夫に触れ、自

分たちの町の新たな魅力にも気づくことができたようです。 

活動後も、「もっといろいろ聞いてみたかった！」「また行ってみたい！」といった声が多く、子供たちの表情に

は満足と喜びがあふれていました。 

こうした貴重な経験を作ってくださった地域の皆様に心より感謝いたします。このつながりを大切にしていき

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 



 

９月２７日（土）にＰＴＡの皆様による環境整備作業を実施していただきました。夏を過ぎて学校の校庭と校舎

周辺には青々とした草が生い茂り、教職員一同、少々困っていたところでした。 

ＰＴＡの皆様が丁寧に草取りと草刈りを行ってくださったおかげで、校庭や校舎周辺はすっきりとしてとてもき

れいになりました。子供たちも安心して広々とした校庭で遊ぶことができるように整えていただきました。黙々と

作業を進めていただき、本当に助かりました。皆様のご協力とご支援に心から感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２７日（土）、５学年ＰＴＡで防災を学びました。地域の防災マップをタブレットで確認し、災害時の家族で

の連絡ルールを話し合いプリントに記入しました。これにより、子供たちは緊急時の行動を具体的に考えること

ができました。 

続いて、非常時に役立つ技術として、ポリ袋でご飯を炊き、レトルトカレーを温める体験を行いました。親子で

協力しながら限られた条件で食事を準備する方法を知りました。 

親子で防災意識を高める意義深い時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２９日（月）、校内に不審者が侵入した場合を想定した緊急時対応訓練を行いました。子供たちは先生の

指示に従い、教室内で身を守る方法や安全に避難する動きを確認しました。訓練中、子供たちは真剣に取り組

み、落ち着いて行動することができました。 

今回は大原駐在所長さんにも見ていただき、避難の仕方や様々な場面を想定した不審者への対応の仕方に

ついて子供たちにお話ししていただきました。今後もこうした訓練を重ね、安全への意識を高めていきたいと思

います。 

 

 


